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0. は じ め に
2000年，日本語教育能力検定試験の出題範囲が ‘日本語教員養成において必要とされる教育内
容’ として公表された．それによると，従来なかった領域設定に際し ‘コミュニケーション’ が
核に置かれ，その下位分類である ‘言語に関わる領域’ に ‘コミュニケーション能力’ という区
分が新たに組み込まれている(日本語教員の養成に関する調査研究協力者会議報告 2000)．この











Hymes のコミュニカティブ・コンペテンスの概念 (Hymes 1972) に基づくことが多い．また，
Hymes の概念の構成要素を，文法能力，社会言語能力，談話能力，方略能力の 4つに分類した
Canale と Swain (Canale & Swain 1980, Canale 1983) の考え方も重要視されている．日本語
教育においてもこの傾向は同様であり(谷口 2001)，学習者の ‘コミュニケーション能力’ を養
成するという場合は，この定義が前提になっている．Hymes の ‘コミュニケーション能力’ の
定義は，コミュニカティブ・アプローチの潮流の中心として位置づけられた (Brumﬁt & Johnson
1979, Been & Candilin 1980, Johnson & Morrow 1981, Littlewood 1981)．
さらに，概念シラバスとファンクションシラバスの 2つを合わせたノーショナルシラバスを提
唱した Wilkins (1976) は，言語体系より機能の習得を重視し，伝達する意味内容を学習項目
化することによりコミュニケーション能力は育成されると考えた．この考え方がコミュニカティ
ブ・アプローチの理念を具現化させる方法論の基盤となった．日本語教育においても，畠 (1989)，





また，コミュニケーション学者 Wiemman は，コミュニケーション能力を ‘相手と会ってい
る間に，状況・場面の制約の中で相手の面子や体面を保ちつつ，自分の対人目的をうまく達成す
るべく可能なコミュニケーション行動の中から選択する相互作用する者の能力’ と定義している
(Wiemman 1977．訳: 石井 1990による)．これを基に，Spitzberg と Cupach は ‘効果性’




























感謝と詫びの表現を考察した小川 (1995)，‘つまらないものですが’ を扱った清 (2003)，コー
パス研究による ‘～ないです’ を考察した小林 (2005) などがある．しかしながら，禁止表現に
関しては，教科書と実際の会話との比較を論考した先行研究は見当たらない．


















(1990年 3月—2003年 1月)ベスト 8である “みんなの日本語” (以下 “みんな” と記す)，“新
日本語の基礎” (以下 “新日本語” と記す)，“新文化初級日本語” (以下 “新文化” と記す)，“実
力日本語”，“Situational Functional Japanese” (以下 “SFJ” と記す)，“初級日本語げんき”









“みんな” 例文 ‘いいえ，2, 3日飲まないでください’ (‘先生，お酒を飲んでもいいですか’
の応答として)，会話文 ‘それから今晩はおふろに入らないでください’
練習 C ‘いいえ，2, 3日入らないで下さい’ (下線部に 1) シャワーをあびます，
2) お酒を飲みます，3) スポーツをします，の 3種を代入練習)
“新文化” 本文 ‘治るまでおふろに入らないでください．激しい運動もしないでください’
4. ‘2, 3日，消化の悪いものを食べないでください’








“実力日本語” 文型練習 3 ‘ちょっと困ります．ここで写真をとらないでください’
“SFJ” Strategies a. Ofﬁcial prohibition w 館内で写真をとらないでください．
“げんき” 文法 3 ‘ここで写真を撮らないでください’
“Busy People” Exercises II ‘しゃしんをとらないでください’
以上のように，教科書では禁止の場面と禁止表現が一体化されて提出されているが，現実の禁
止の場面では，どのような表現がとられているのか，教科書の表現と比較しながら分析する．












[調査依頼数] 医師の場合: 東，中，西部各 25名，計 75名の看護師．

































村田・山田 (2000) は，‘非確率標本による標本調査結果の一般性については，(中略) 調査結果
を事例研究の集積だと考える’ としている．本調査は，以上のような考え方に基づき，本調査結
果が今後集積される事例研究の一端をなすものとして，事例研究法を用いるものである．
3. 分 析 方 法
3–1. 医師の場合
まず，回収したメモを看護師にみせた “みんなの日本語” 練習 C に従って，禁止する事項別
に，3種 (a, b, c) に分類した．
a. 入浴関連 風呂 /シャワー /入浴 /髪を洗う
b. 嗜好品(薬を含む) (お)酒 / ビール /アルコール(類) /飲酒 /冷たいもの /消化の悪いも
の / 刺激物 / タバコ / 熱いもの / 塩辛いもの / 甘いもの / おいしいも
の /油っこいもの /カロリーの高いもの /肉類，特に内臓 /臓モツ類 /
カニとか貝とか青い魚 /食事 /朝食 /朝ごはん /お茶 /他の薬
c. 体を動かす 過労 /夜更かし / (車の)運転 /船 /細かいものを見る /残業 /パソコン /重いも
のを持つ /仕事 /外出 /運動 /スポーツ /水泳 /テニス /走る /部活 /冷やす /
動く /ここ動かす /手を使う /階段の上り下り /靴 /歩く /これ〔ガード板のこ
と〕はずす
次に，サンプルにあらわれた後続の表現は以下の d から j の 7つに分類し，発話の表現形式
によりラベリングをした．( )内はサンプルによりついたりつかなかったりするものである．d,
e の ‘心積もり’ とは，患者の心の準備をさす．また，j の ‘V ないでください’ は，サンプル
には表れなかったが，教科書文例との比較を視覚化するため，表現形式に含めた．
d. 心積もり依頼表現 やめといて(ください) /よしといて(ください)
e. 心積もり誘発表現 やめときましょうか /やめとこうか /やめれるら /控えましょうか /我
慢しましょうか /我慢できます /よしとこうか /入らんでもええら
f. あたかも依頼表現1 V ないでもらえますか / V ないでいただけますか /やめてもらえます
か / 我慢してもらえますか / 控えてもらえますか / よしといてくれ
る ? /よしといてもらってもいい ?
g. 助言表現 やめといた方がいい(です) /やめた方がいいです /よしといたら ? /おやめになっ
た方がいい(でしょう /と思います /かもしれません)
——————————————————




h. 肯定依頼表現 我慢してください /控えてください /避けてください
i. 断定宣告表現 だめです /だめだら /無理です /まずい(です) /当分ご法度
j. 否定依頼表現 V ないようにしてください / V ないでください
言語表現の種類は以下の通りである．‘よ’ ‘ね’ ‘な’ などの終助詞は除いた．接続助詞 ‘も’




a + d (例: 風呂はやめといてください．)
a + e (例: 風呂はやめときましょうか．)
a + f (例: 風呂は入らないでもらえますか．)
a + g (例: 風呂はやめといたほうがいいです．)
a + h (例: 風呂は我慢してください．)
a + i (例: 風呂はだめです．)
a + j (例: 風呂は入らないでください．)
b. 嗜好品(薬を含む)の場合
b + d (例: アルコールはやめといてください．)
b + e (例: アルコールはやめときましょうか．)
b + f (例: アルコールは飲まないでもらえますか．)
b + g (例: アルコールはやめといたほうがいいです．)
b + h (例: アルコールは我慢してください．)
b + i (例: アルコールはだめです．)
b + j (例: アルコールは飲まないでください．)
c. 体を動かすの場合
c + d (例: 運動はやめといてください．)
c + e (例: 運転はやめときましょうか．)
c + f (例: 外出は控えてもらえますか．)
c + g (例: 船はやめといたほうがいいです．)
c + h (例: 過労は控えてください．)
c + i (例: テニスはむりです．)
c + j (例: 重いものを持たないようにしてください．)
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3–2. 美術館員の場合





a. 謝罪および呼びかけ すいませんけど /すいませんが /申し訳ないですが /申し訳ありませ
んが /悪いですけど /悪いですが /恐れ入りますが /大変申し訳ござ
いません
b. 禁止理由に言及〈規則に関する事実陳述以外で〉
貴重なものだもんで / (ここは)お預かりしてる品だもので / (これは /この催しは)う
ちの所蔵品でないので / (今回の展示は /この階は)特設展でして / (こちらは /これら
は)委託品なので / (これらは /この催しは /この展示は)他から借りてきてるものなの
で /作品に光がよくないもんで /フラッシュが劣化をさせてしまうもんですから / (当
館は)古いものなので /できるだけ長くこのまま保存したいもんですから




カメラは /カメラに収めることは /撮影は /写真は /写真撮影は
e. 不可能表現 できないんです /だめなんです /とれないんです /写せないんです /撮っても
らえないんです /撮っていただけないんです





g. 同情表示 本当は撮ってもらいたいんですけど /お気持ちはよくわかるんですが /きれいだ
から残しておきたいっていうのはわかるんですけど





1) b + a 型: (例; 作品に光がよくないもんですから，すいませんけど．)
2) q a + b + e 型: (例; すいませんけど，この催しは，うちの所蔵品でないので，とれない
んです．)
w b + e + a 型: (例; これらは，他から借りてきてるものなので，だめなんです，すいま
せんけど．)
3) a + f + b 型: (例; すいませんけど，あちら側はとっていただいてもいいんですが，ここ
は，お預かりしてる品だもので．)
4) q a + b + g 型: (例; 申し訳ないですが，他から借りてきてるものなので．本当はとって
もらいたいんですけど．)
w b + a + g 型: (例; うちの所蔵品でないので，申し訳ありませんが．お気持ちはよくわ
かるんですが．)
5) a + h + b 型: (すいませんけど，撮影禁止にご協力ください．貴重なものだもんで．)
6) q a + d 型: (例; すいませんが，カメラは．)
w d + a 型: (例; 写真は，すいませんが．)
7) a + d + e 型: (例; 申し訳ないですが，写真は，とれないんです．)
8) a + c 型: (例; すいませんけど，撮影は禁止されてるんです．)
9) a + c + h 型: (例; 申し訳ないですが，撮影禁止なんです．ご理解をお願いします．)
10) a + h 型: (例; すいませんが，撮影禁止にご協力ください．)






[調査結果] 医師数; 東 30，中 28，西 34 計 92名
病院数; 東 18，中 19，西 23 計 60
採取サンプル数; 東 35，中 39，西 47 計 121
3.で述べた分析分類の結果，a は東 9，中 13，西 9で合計 28，b は東 16，中 17，西 11で合
計 44，c は東 13，中 9，西 27で合計 49だった．a，b，c の 3種と後続表現の組み合わせ別に
集計し，a, b, c それぞれの合計数を 100%としてグラフであらわしたものが表 1である．
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表 1 医師の場合
型 例 a （東 6 中 13 西 9 計 28） 
b （東 16 中 17 西 11 計 44） 
c （東 13 中 9 西 27 計 49） 
地　域　別　数 
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医師の場合，美術館員の場合，いずれも ‘ないでください’ を使用した直接的な禁止表現は 1
例もみられない．
表 1の医師の場合をみると，禁止する事項により，後続の表現が変わる傾向がみられる．a の
入浴関連において 85.7%を占める心積もり依頼表現 d，心積もり誘発表現 e，あたかも依頼表





j などの強制力のある表現の使用率をみても裏付けられる．h，i，j の合計が a では 10.7%と低
いが，b は 20.5%，c においては 34.7%と，患者にとって致命的な不利益になる事項ほど使用
率が高くなっている．










材班 (2005) によると，厚生労働省の医療サービス向上委員会は，2001年に ‘国立病院等にお
ける医療サービスの質の向上に関する指針’ を出し，当時の国立病院に ‘患者の呼称の際，原則
として，姓(名)に “様” を付けること’ を求めたという．これを民間病院も取り入れ，‘患者様’
が流行したとみられている．本調査で直接的表現がみられないのは，このような動向により，医
師の言語表現にも患者に対する配慮が反映しているからではないだろうか．
表 2の美術館員の場合の結果をみると，100%の美術館員が a の謝罪および呼びかけ表現を使
用している．このことから，注意することが当然の権利である状況下であっても謝罪および呼び
かけ表現は必ず使用されるということが窺える．また，規則に関する事実陳述以外の禁止理由に
言及した b を含むケースも，1から 5まで約半数の 48.3%あった．さらに，この b を含むケー
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撃性をうち消している．h の依頼表現を使用し協力要請するケースは 6例，c の規則に関する事
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